
（別紙様式第４号）

R5年7月12日作成

都道府県名

市町村名

新潟県

三条市

※　事業名や主たる取組名を記載すること。

　

１． 評価委員会での評価コメント、目標達成に向けた指導・助言等

２． 低調と評価された要因

①　成果の明示
　フェノロジーカレンダーの作成やＳＷＯＴ分析の結果がどのようなものであったか、また、その結果が本地域の農泊の推進にどのような役割を果たしたかということについ
ては非常に有用な評価事項であるため、自己評価結果としてより具体的に示すことが必要ではないか。

②　改善計画に資する評価の取り組み
　売上高、延べ宿泊者数の実績がゼロだった点について、事業期間が短かったという理由は不十分ではないか。目標達成状況が低調だったことの「自己」評価（check）
については、実効性のある改善行動（action）につなげる必要があるため、低調となった具体的な要因、回避するためにどうするべきであったかなど、より具体的な記述と
すべきである。本地域でいえば、例えば、コアターゲットとする観光客層へのプロモーションを効果的に行えることができたのか。行ったプロモーションがターゲットに届い
ているのか、ターゲットはプロモーションに対して来訪の動機を得るに至ったのか等の分析をし、その結果を評価とすることも重要ではないか。

③　プロモーションの充実
　オーガニックやストレスフルの切り口は高く評価できる。この需要の掘り起こしのためには、地域の理解から協力意識を醸成することが不可欠であることから、地域住民等
の体験機会を提供し住民等が自ら積極的にPRしたくなる仕掛けをすることが重要ではないか。
　その際には、体制づくりや各種の検討などそれらの過程それ自体もSNSによる情報発信のコンテンツになることにも留意しながら、ターゲットに応じた積極的なSNSの活
用となるよう配慮することが必要ではないか。

  農泊施策を磨き上げるために、当該地区および近隣の先行事例を調査した。また、フェノロジーカレンダーの手法を用いて、個別に行っていた体験メニューの相互補完
及び連携を可能にする道筋を立て、年間を通し利用可能な季節プログラムの造成を行っている。しかし、当該地区は令和3年度追加公募採択地区であり、事業実施期間
が限られたことも一因となり、取組は行われたが観光客の受入までには至らなかった。結果、目標に対して実績が大きく下回った。

事業実施主体名：　　　　　三条市農泊推進協議会

事業採択
年度

取組概要（※） 取組概要（※）

R3

農泊推進事業
　協議会の体制強化、ツアーの実施、プロモーション活動、WEBサイ
トの作成、パンフレットの作成

人材活用事業
　研修生の雇用・研修の実施（3名）



３． 目標達成に向けた方策

４． 改善状況

①成果の明示
　バラバラのバックボーンから事業により参集したメンバーが事業構築に際して意識と目標を統一するため、また、地域を改めて俯瞰し、魅力を発見再確認し、事業構築を
より効果的に進めるため、協議会、ワークショップにおいてフェノロジーカレンダーを作成しSWOT分析を行う。

②改善計画に資する評価の取り組み
　北陸農政局様からのアドバイスにより、報告数字の考え方に誤りがあったことが分かり今期は実態に則して報告を行う。
　アドバイス実施以降これを契機として、ターゲット設定、またターゲットへのプロモーション手法を協議会で話し合い、関東旅行会社組合への積極的営業活動やチラシの
積極配布等により今事業の有効的実施を行う。

③プロモーションの充実
　当初計画にあったオーガニックやストレスフルへの取り組みについては、オーガニック農業を想定していたが、想像以上にオーガニック（有機栽培）への生産者の拒否反
応があったこと、またストレスフル事業については費用が想定をはるかに超える程莫大であったことなどが理由で取り組みができなかった。しかしながらキーワードとしては
大変引きの強いものであることの認識から、チラシや事業説明にその概念を取り入れPRにつなげる。またSNSの活用に関してはSNSの有効利用を進めるにあたり、その知
識とプレイヤーの力不足で積極的な活用ができなかった。しかしながら地域エリアで誕生した様々な取り組み、実行委員会がそれぞれfacebookページやインスタグラムの
運用を行い、地域としてはSNSが盛り上がってきている。今後はより有効的にツアー誘致につながる運用を研究を行う。

目標　地域の売上高:目標1,197万円、実績1234万円、達成率103%
　　　　延べ宿泊者数:目標1,331人、実績　800人、達成率60%
指標　体験プログラム数:目標8体験、実績20体験、達成率250%
         食事メニュー開発数:目標10メニュー、実績8メニュー、達成率80%



（別紙様式第４号）

R5年7月12日作成

都道府県名

市町村名

新潟県

佐渡市

　

１． 評価委員会での評価コメント、目標達成に向けた指導・助言等

① 唯一性の強調
  「佐渡」＝「豊穣の海」という強いイメージを前面に押し出し、海洋資源を活用したコンテンツ（定置網漁などの漁業体験、親子向けビーチコーミング<漂流物観察・アート
制作>及び海洋環境の保全・継承を考えるシンポジウム等）との連携を検討する余地があるのではないか。

② 既存コンテンツ連携や、新規コンテンツの創出を意識したモニターツアーの実施インバウンド等におけるターゲットの明確化とは別に、誘致エリアのコンテンツ群を提示
した上で、多様なターゲット層におけるコンテンツニーズをリサーチすることにより、・従来にないコンテンツ同士の連携・動線から見える潜在コンテンツの掘り起こしなど、需
要の拡大・創出につながるのではないか。

③ ポストコロナに向けた戦略的取り組み（代替手法の導入）
  交付金事業を行う上では、十分な用意により予期せぬ事象の発生に対応すべきであり、２か年のコロナ禍の経験を活かして代替し得る手法を検討・準備し事業目的の完
遂につとめるべきではないか。本地域にあっては、コロナ禍のため首都圏高等学校の受け入れが困難とされた際に、拙速に取りやめるのではなく、例えば、・県内の小中
学校、高等学校を受け入れ、地元児童・生徒による、自分達のふるさとの素晴らしさや可能性、課題の発見をすることに振り替え、・児童・生徒には貴重な地域学習の機会
を提供し、コンテンツには地域視点での付加価値を与え、農泊推進地域には地域一体となった農泊推進意識の醸成といった形で寄与する等の選択があり得たのではな
いか。

④ ポストコロナに向けた戦略的取組（インバウンド獲得）
  他地域との差別化要素の抽出、当該要素が訴求し得るターゲット層の整理、ターゲットニーズの把握を体系的に整理した上で、コンテンツの開発、検証及び体制の整備
に注力することも重要ではないか、また、ターゲットニーズの把握において支払意志額及び来訪意向を把握し、コロナなかりせば売り上げ額を推計・共有する等により、農
泊地域の事業推進意欲の維持増進を図ることも重要ではないか。

⑤ プロモーションの充実
  利用者自らがSNS で広めたくなるコンテンツ造成はもとより、地域の雰囲気づくりにも努めるような仕掛けが必要ではないか。なお、SNS（現存の動画等）は英語版もあると
より効果的と思われる。チラシ作成やHP 発信だけでなく、協議会は、個別の農家民宿によるライブ感にあふれた活発なSNS（フェイスブック、インスタグラム）による発信を積
極的にサポートする役割を果たすべきではないか。アウトプットのみならず、地域の思いや人的資産のアピールを狙いとした、農泊受入れに至る体制づくりの過程自体も
SNS による情報発信のコンテンツとし得るのではないか。

⑥ 実施体制における多用性の獲得と先導事例による誘引
  農泊を推進する効果的なアイデアを生み出すため、協議会には多様な者からの意見等を継続的に集約し得る体制が必要ではないか。また、インバウンドを含めた農泊
の受け入れを地域全体として底上げするためには、地域内の先導的な農家民宿起業家（地域活性化を志向する移住者等）によるリーダーシップを活用しつつ、地域ビジョ
ンの共有と目指すべき方向を明示していくことが重要ではないか。

事業実施主体名：　　佐渡地区農山漁村体験推進協議会

事業採択
年度

取組概要（※） 取組概要（※）

R元

農泊推進事業
　農泊運営方法の検討、収益向上のための検討、集落長会議でり広
報、研修会の開催、プロモーションの検討、商談会の参加

人材活用事業
　アドバイザーの起用



２． 低調と評価された要因

３． 目標達成に向けた方策

４． 改善状況

   令和元年度〜２年度に決定していたインバウンド修学旅行の受け入れや首都圏高等学校の受け入れはコロナ禍で白紙となってしまっているが、引き続き
商談会や学校へのアプローチを続けている。並行して、令和２年度から検討を始めている社会人向けプログラムの磨き上げを行い、幅広い世代に農山漁村
の魅力を発信するとしている。しかしながら、目標に対して実績が大幅に下回ったため低調と評価するとともに、今後、目標達成に向けた取り組みの改善が
求められる。

① 唯一性の強調
　本事業にて、姫津漁港と協力し、イカ漁漁師から話を聞き、漁船に乗船するキャリア教育体験を造成した。令和４年度に営業したところ、１校３０名の利用があった。また、
この体験を発展、一般客向けの体験メニューを造成し、佐渡エンジョイプランにて販売を開始した。（令和５年７月～）
■イカ漁で有名！姫津のお母さんたち手作りのいかめしのお土産つき！手軽に釣りを楽しもう！　https://www.enjoysado.net/activity/3139/
■姫津の有名人イサ子姉さんとイカの三五八漬けづくり　https://www.enjoysado.net/activity/3147/

② 既存コンテンツ連携や、新規コンテンツの創出
　各エリアの特徴やコンテンツを整理し、受注型企画旅行（オーダーメイドツアー）や手配旅行にて活用を行った。（令和５年６月・利用者50名＋15名）・赤泊地区にて、農
泊体験時に実施している「民話語り」「街歩き」をツアーに組み込んだ。また、農泊協力者が結成している仕出しグループにお願いし、田舎料理のふるまいを行って好評を
得た。
このように、農泊関係者の地域の中での役割を活用し、オリジナルのツアーを造成し、来訪者に喜んでいただいた。今後も各地域での魅力の掘り起こしに取り組んでいき
たい。

③ ポストコロナに向けた戦略的取り組み（代替手法の導入）
　コロナ禍においては、県外の小中高等学校の受け入れが不可となったため、佐渡市内の小学生と県内の小学生に絞って受け入れを実施した。小学生の実施にあたって
は、地域学習や人と人との関わりにテーマを置き、通常の受け入れ時に加え感染症対策を実施しながら事業を行った。・コロナ禍の終了を見据えて、地道な営業活動を
行った結果、県外（大阪府）より、中学生の受け入れ（30名）が実現した。

④ ポストコロナに向けた戦略的取組（インバウンド獲得）
　当地域においても、本年５月以降、外国人観光客が多く訪れ、コロナ禍前の様相を見せている。協議会では、インバウンド旅行会社からの依頼により、体験の提供を行っ
ている。農泊施設の囲炉裏を使ったランチ、能舞台など佐渡固有の文化を活用した文化体験等が喜ばれている。また、佐渡観光交流機構が展開している「佐渡エンジョイ
プラン英語版」にて、インバウンド向け体験商品の販売をしており、消費者の動向やマーケティングの情報を共有できるように協力体制を組んでいる。

⑤ プロモーションの充実
　新潟県グリーンツーリズム推進協議会に加盟し、「にいがたグリーンツーリズム」のインスタグラムを展開中。その他のSNSに関しては検討中であるが、中核団体の（一社）
佐渡観光交流機構のfacebookへの投稿も定期的に行っている。また、「佐渡観光ナビhttps://www.visitsado.com/」内に、新たに教育旅行ページの作成を今年度中に行う
予定で、農山漁村での体験や民泊体験の情報を掲載し、学校関係者に周知していく方針である。

⑥ 実施体制における多用性の獲得と先導事例による誘引
　新潟県グリーンツーリズム協議会にて、他地域の状況や情報の共有、連携組織づくりに参加している。他地域において先進的な事例を学び、本地域でも取り組めること
を実施していきたい。（例）妙高市におけるワーケーションでの活用等。本地域においては、移住者による農家民宿開業者も増えてきていることから、協力を求め、一緒に
活動できる体制も検討していきたい。

目標　地域の売上高:目標 532万円、実績323万円、達成率60%
　　　　延べ宿泊者数:目標640人、実績　146人、達成率23%
指標　ホームステイ受入数:目標 18校、実績 7校、達成率39%
        ホームステイ受け入れ家庭数:目標50軒、実績 25軒、達成率50%、インバウンド受け入れ数:目標50人、実績 0人、達成率0%、
　　　　一般旅行者受け入れ数:目標30人、実績 293人、達成率977%、



（別紙様式第４号）

R5年7月12日作成

都道府県名

市町村名

富山県

富山市

※　事業名や主たる取組名を記載すること。

　

１． 評価委員会での評価コメント、目標達成に向けた指導・助言等

①　低調な達成率の検証と取り組みの本質の再認識
  体験プログラムやイベントの目標達成率が極めて低いことの原因を新型コロナによるところとしているが、原因がコロナだけにあるのかを検証することが重要ではないか。
開催内容や対象者のしぼり方、広報のあり方など総合的な検証を行うとともに、そもそも、農泊によって地域が得ようとしたものは何であったのか再認識する機会を設える
ことも重要ではないか。

②　農泊推進意識の切り口
　誘致すべきターゲットを明確にした上で、核となる施設・人を特定して多くの地域の人々を巻き込む仕組みと原動力を持つことが重要ではないか。例えば、来訪者に対
して、自らでは得ることができなかった思想、概念、つながり、信頼市場の形成を叶え得る方々として心からお迎えする。そのような姿勢を地域として獲得することが必要で
はないか。一方で、コンパクトな村落エリアの地域資源だけでは、外国人をはじめとする来訪者の滞留を実現する上でのハードルが高いものと思量。コロナ禍の難しい対
応を迫られている状況下にあっては、インバウンドや教育旅行等の明確なターゲットにとらわれることなく、個人やファミリー層の受け入れにも注力することが必要ではない
か。

③　プロモーションの充実
　チラシ作成やHP 発信だけでなく、個別の農家民宿によるライブ感にあふれた活発なSNS（フェイスブック、インスタグラム）による発信を強化するとともに、農泊受入れに
至る体制づくりの過程自体もSNS による情報発信のコンテンツとし得るのではないか。

④　実施体制の強化
　「住民参加型の農泊」を推進する上で効果的なアイデアを生み出すため、協議会には、高齢者、障害者を含む多様な住民等が意欲・能力・知識・経験などを活かして参
画できる仕込みの構築とともに、地域内の先導的な農家民宿起業家（地域活性化を志向する移住者等）によるリーダーシップを活用しつつ、地域ビジョンの共有と目指す
べき方向を明示していくことも重要ではないか。なお、コロナ禍にあって、高齢化の進行する農山村においては地域住民の取組意欲の減退が顕著であることを踏まえ、デ
ジタル化技術を活用した安心安全かつライブ感の高いコミュニケーションツールを活用するなど、取組意欲を維持、増進する工夫が必要ではないか。

事業実施主体名：　　　　　山田地域都市農村交流協議会

事業採択
年度

取組概要（※） 取組概要（※）

R2

農泊推進事業
　協議会の体制強化、ワークショップの実施、協議会会員及び連携
先の拡大、地域内観光資源の整理、研修会の開催、体験プログラム
の開発



２． 低調と評価された要因

３． 目標達成に向けた方策

４． 改善状況

 　研修会等や郷土・伝承料理講座を通じた食メニュー開発等に取り組む一方でコロナ禍により、計画どおりの取り組みができていない。計画通りに実施できなかった取り
組みについては、今後も実施するとしているが、今後、目標達成に向け、地域の構成員とともに魅力的な料理メニューの開発、魅力的な体験コンテンツの開発が必要。特
に宿泊については、コロナの影響等により山田地域にあった宿泊施設が廃業となってしまった。山田地域の魅力を引き出す新たな宿泊スタイルの確立が必要。

①　低調な達成率の検証と取り組みの本質の再認識
　定期的に会合を開催し、コロナ禍により、取り組むことが不可能だった説明会等を行う。

②　農泊推進意識の切り口
　コロナ禍の原因により、山田地域にあった宿泊施設の運営が行われていない状況となり、民泊中心に再度、計画を見直う。

③　プロモーションの充実
　今年度、農家民泊受け入れ施設が2件となり、8月にジャガイモ収穫体験の農泊を計画中であり、プロモーションの充実を図る。

④　実施体制の強化
　体験メニューの見直し、農泊スケジュールの作成を行った。

目標　地域の売上高:目標25,618万円、実績   5,251万円、達成率  20%
　　　　延べ宿泊者数:目標26,404人、実績　0人、達成率 0%
指標　体験プログラム数:目標30体験、実績  4体験、達成率13%               体験プログラム参加者数　:目標8,250人、実績　105人、達成率　1%
　　　　イベント回数　:目標8回、実績　0人、達成率　0%　　　　　　　　　        イベント参加者数　:目標5,300人、実績　0人、達成率　0%
        直売所来場者数　:目標37,310人、実績　25,562人、達成率　69%　　　飲食店来店者数　:目標25,686人、実績　14,371人、達成率　56%
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１． 評価委員会での評価コメント、目標達成に向けた指導・助言等

２． 低調と評価された要因

① 改善計画に資する評価の取り組み
　　目標達成状況の売上高の達成率が低かったことの「自己」評価（check）については、実効性のある改善行動（action）につなげる必要があるため、低調となった具体的
な要因は何か、その要因はどのようにして発生したか、回避する又は別指標で代替する等の手法がなかったかなど、事業実施主体において、より具体的な記述に努める
べきではないか。

② プロモーションの視点
　　実績のある宿泊者数を鑑み、宿泊者が利用しやすい地元にしかない素材（漁師体験や新鮮な食）を更に磨き上げ、地域全体を巻き込む具体的な取組とすべきであ
り、
日本らしさよりも、先ずは本来の「射水らしさ」を上手く育て効果的にPR することが肝要ではないか。

③ 農泊推進の補完
　　本地域は、内川沿いの景観や特産の白えびなどの魅力ある地域資源が豊富なエリアであるとともに、大学との連携が図られていることも踏まえればこの取り組みが将
来につながることが期待される。しかしながら、街部を主たる訪問エリアとすることから訪れる人からすると「農泊」を実感しづらい側面があるため、農山漁村の営みと一体的
に本エリアが形成されてきたことをしっかりとアピールしつつ、海、山、川に恵まれた映画、ドラマのロケ地としてのネームバリューの活用や、内川沿いなどに大正ロマンを
感じさせるような宿泊施設を掘り起こして魅力的な景観形成を進めることも農泊推進を補完するコンテンツとして有効なものと思量する。

　　既存の観光コンテンツ（「日本のベニス」の町並み散策、着物体験）に、今も受け継がれる漁師の息吹を加えることで、新たな体験型農泊モデルの創出を図り、既存の
農泊施設や観光コンテンツとの連携により、街全体を一つとして滞在できる環境整備を行っている。しかしながら、目標に対して実績が大幅に下回っているため低調と評
価するとともに、今後、目標達成に向けた取り組みの改善が求められる。

事業実施主体名：射水市海街活性化推進協議会　　　　　

事業採択
年度

取組概要（※） 取組概要（※）

R2

農泊推進事業
　観光コンテンツの開発・磨き上げ、地域観光マネジメントと観光ツ
アー磨き上げ、地域職人によるDIY体験ツアー、伝統食文化の郷土
料理体験会、商品開発、漁師とのコラボ企画、着物着て散策ツアー
等



３． 目標達成に向けた方策

４． 改善状況

① 改善計画に資する評価の取り組み
　　低調となった具体的な要因は、目標の立て方と構成員の理解度がなかったため拠点を決めSNSで発信することとした。その要因はどのようにして発生したか、について
は内容がわからず構成員、自治体、協力者が一丸とならなかったため、拠点（古民家宿）を地域の集まる場として発信している。回避する手法はどうだったかについては、
射水市と各内川周辺の団体とも連携が組めるよう相談している。拠点、目標、地域の環境をしっかり立てSNS発信していく。

② プロモーションの視点
　　取り組みとしまして射水らしさということで新鮮な魚、新鮮な野菜の体験プログラムを構築し、ツアープランを煮詰めてSNSで発信していく段取りをしている。自治体の広
報にも記載してもらうよう相談中。

③ 農泊推進の補完
　　築150年になる古民家を改装し、民泊、カフェ、居酒屋バーを予定しいかに売り上げを伸ばすかを検討中です。民泊は地域の食材を使った夕ご飯や、朝食を検討して
おりますがなかなか今までの実績（関係人口）から考えると目標売り上げが成り立たないんじゃないかと試行錯誤しております。しかしながら、SNSを通じて興味を持って頂
き活性化できればと思って思っております。国際大学の方達とこの地域の特徴やロケ地も踏まえ内川ロマンPRも作成中です。

目標　地域の売上高:目標1,440万円、実績216万円、達成率15%
　　　　延べ宿泊者数:目標   360人、  実績184人、   達成率51%
指標　体験プログラム提供団体数:目標5団体、実績10団体、達成率200%
        滞在者数　　　　　　　　　　　:目標950人、実績184人、達成率19%
        WEBサイトからの体験プログラム申込者数:24人、6人


	R050712_三条市協議会　02_（別紙様式第４号）重点指導結果.pdf
	R050712_佐渡協議会　02_（別紙様式第４号）重点指導結果.pdf
	R050712_山田協議会　02_（別紙様式第４号）重点指導結果.pdf
	R050712_射水市協議会　02_（別紙様式第４号）重点指導結果.pdf

